
目 的

北海道では、春先から秋にかけて様々な樹木や草花の花
粉が飛散し１）、これらの花粉の中には花粉症の原因となる
ものがある２，３）。本州ではスギ花粉症が猛威を振るうが４）、
北海道ではシラカバ花粉が最も主要な花粉症の原因となっ
ている２，３）（本稿では、シラカンバ、ダケカンバ、ウダイ
カンバなどのカバノキ属花粉をシラカバ花粉と総称する）。
花粉症の発症を抑えるためには、花粉の曝露を避けるこ

とが有効であり、そのためには、花粉の飛散時期や飛散量
を把握することが肝要である。例えばシラカバ花粉では、
飛散量が年によって２０倍以上も差があるため５）、飛散量
を気象因子などから事前に予測することも重要な課題であ
る。
これまで我々は、花粉症対策の一環として、１９９６年に

花粉飛散量調査を開始し、現在は道内各保健所の協力によ
り、合計７観測地点（函館市、札幌市、岩見沢市、旭川市、
帯広市、北見市及び稚内市）において花粉飛散量調査を行っ
ている１，５―１５）。
本稿では、２０２０年の道内全７観測地点における代表的

な花粉症原因花粉（ハンノキ属、スギ属、シラカバ、イネ
科、ヨモギ属）の飛散量調査結果について報告する。
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方 法

花粉飛散量調査は、既報５）と同様に以下に示す７地点に
おいてダーラム型花粉捕集器を用いて調査を行った。

函館：渡島総合振興局合同庁舎屋上、地上１４m

札幌：北海道立衛生研究所屋上、地上１６m

岩見沢：空知総合振興局合同庁舎屋上、地上１９m

旭川：上川総合振興局合同庁舎２階屋上、地上５m

帯広：十勝総合振興局合同庁舎屋上、地上１６m

北見：オホーツク総合振興局北見地域保健室車庫屋上、
地上５m

稚内：宗谷総合振興局保健環境部保健行政室車庫屋上、
地上５m

２０２０年の花粉飛散量調査期間は、開始が札幌では２月
１４日、函館が３月１６日、稚内が３月３０日、他の観測地
点は４月１日であり、観測終了は９月３０日である。空中
花粉の捕集、識別及び計数は、既報５）に従い以下のように
行った。ダーラム型花粉捕集器にワセリンを薄く塗布した
スライドグラスを固定し、自然落下する花粉を捕集した。
毎朝９時にスライドグラスを交換することにより２４時間
捕集とした。なお、北見と稚内の調査地点では、土、日及
び祝日分はそれらの前日分とまとめて１枚のスライドグラ
スに花粉を捕集した。花粉の観察はゲンチアナバイオレッ
トを用いてスライドグラス上の花粉を染色し、顕微鏡下で
識別及び計数を行った。花粉の同定は、標準花粉プレパラー
トとの比較、検索表１６）及び観測地点周辺の植物の開花時期
等を参考に、属レベルまでの識別を行った。ただし、イネ
科花粉は花粉管口が１つで花粉表面の模様がなく、花粉形
態が単純で属間の識別が困難であるため、科レベルまでの
識別とした。

結 果 と 考 察

７観測地点における飛散花粉観測結果（図１～５）と例年
値に対する比を表１に示した。なお本稿では、直近の１０
年間における年間花粉総捕集数の平均値を「例年値」と表
記する。
ハンノキ属花粉については、２０２０年は函館、札幌、帯

広で例年よりも多く、その他の観測地点では少なかった
（表１）。札幌は２５年間で３番目の捕集数であった。前年
（２０１９年）の花粉捕集数は、旭川と稚内以外の５地点で例
年値より少ないという結果であった。２０１９年と２０２０年を
比較すると、岩見沢と北見が２年連続で少なかった。その
他の観測地点については、２０１９年に捕集数が多かった地
点は２０２０年は少なく、逆に２０１９年に少なかった地点は
２０２０年は多いという結果であった。花粉飛散量が多い年
と少ない年が交互に見られることはシラカバ花粉でも散見
される６）。
スギ属花粉は、函館では２０１１年以降で最高の捕集数が

認められ、札幌では２５年間で最高捕集数を記録した。稚
内ではスギ花粉が２０１９年に観測３年目にして初めて観測
され５）、２０２０年にはさらに多くの花粉が観測された。一方、
帯広では２０２０年はスギ花粉が全く観測されず、旭川と北
見でも非常に捕集数が少なかった。一方、西日本３５地点
と東日本３９地点での２０２０年のスギ花粉捕集数は、２０１９
年と比較してそれぞれ２４％及び３７％であり、２０２０年は
本州では全般的にスギ花粉飛散量が少ない年であった１７）。
シラカバ花粉捕集数は、札幌と帯広では２０１８年に過去

最高を記録したが１４）、札幌では２０２０年にさらに最高記録
を更新した。他の地域でも、北見と稚内で例年値程度であっ
た以外は、シラカバ花粉の捕集数は多かった。札幌では飛
散終了日が７月１０日であったが、これまで最も遅かった
２００５年の７月３日という記録を大幅に更新し、２５年間で
最も遅い記録となった。さらに、日最高捕集数が５月３日
に過去最高値（９３８個/cm２）を記録し、これまで最高であっ
た２０１４年５月２日の６９６個/cm２を大幅に更新した。花粉
の飛散量は大量飛散年の次の年は少なくなる傾向が知られ
ているものの１８）、２０２０年のシラカバ花粉に大量に曝露し
てシラカバ花粉に感作した人が、翌年（２０２１年）の花粉
飛散時期に花粉症症状を発症することが懸念される。
イネ科花粉の捕集数は函館で多く、帯広で少なかった以

外、他の観測地点では例年値に近い値であった（表１）。

図１ 北海道の７観測地点におけるハンノキ属
花粉捕集数（２０２０年）

函館は３月１６日、岩見沢は３月３１日、旭川、帯広、
北見は４月１日、稚内は３月３０日観測開始
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図２ 北海道の７観測地点におけるスギ属花粉
捕集数（２０２０年）

函館は３月１６日、岩見沢は３月３１日、旭川、帯広、
北見は４月１日、稚内は３月３０日観測開始

図３ 北海道の７観測地点におけるシラカバ
（カバノキ属）花粉捕集数（２０２０年）

図４ 北海道の７観測地点におけるイネ科
花粉捕集数（２０２０年）

図５ 北海道の７観測地点におけるヨモギ属
花粉捕集数（２０２０年）
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札幌では９月末にもイネ科花粉の捕集が認められたが、カ
モガヤなどのイネ科牧草とは異なるメヒシバなどのイネ科
植物由来と考えられる。イネ科花粉の捕集数は、生育環境
や草刈りの頻度等に影響されることが考えられる。草刈り
を行う際には、イネ科の牧草が穂をつけて花粉を飛散させ
る前に行うことが、花粉症の発症を防ぐためには重要と考
える。
ヨモギ属花粉については、帯広、北見で最も多い花粉捕

集数であったが、稚内では４年間で最も少ない花粉捕集数
であった。秋に花粉を飛散させるヨモギ花粉については、
各観測地点における花粉捕集数の推移を比較すると、寒い
地域であるほど主要な花粉飛散時期が早まる傾向が認めら
れた（図５）。
花粉症対策には花粉飛散量の変化を事前に精度よく予測

することが求められており、長年の花粉飛散データを積み
重ねていくことが重要である。一方、花粉の飛散パターン
は、太古の昔から地球環境の変化やそれに伴う植生の変化
などを知る指標として利用されてきた１９）。これらの花粉飛
散に関するデータ群は花粉症対策にとどまらず、北海道に
おける環境や植生の変化の兆候を把握することにも役立つ
と考えられる。

要 約

２０２０年の道内７観測地点（函館、札幌、岩見沢、旭川、
帯広、北見及び稚内）において、５種の花粉（ハンノキ属、
スギ属、シラカバ、イネ科及びヨモギ属）の飛散量調査を
行った。ハンノキ属花粉捕集数は、函館、札幌、帯広で多
かった。スギ属花粉捕集数は、札幌で過去最高を記録し、
函館、稚内でも例年よりも多く観測された。シラカバ花粉
捕集数は例年並みの北見、稚内を除いて全道的に非常に多
く、札幌では２５年間で最高を記録した。イネ科花粉は函
館で例年よりも多く、ヨモギ属花粉については、帯広、北
見の観測地点で多くの花粉が観測された。
本調査で得られる情報は花粉症対策において有用と考え

る。気候や植生は徐々に変化する可能性があるため、花粉
観測を今後も継続し、花粉症対策に活用していくことが肝
要と考える。
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